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11/22（火）13時半

○羽黒山は標高458メートル、我が家から荒川と鬼怒川を挟み直線距離で約5㌔の所にそびえ
る栃木100名山のひとつ。鳥居の参道登山口からは40分で頂上の羽黒山神社に到着です。

○この参道を11月の下旬、梵天を担いで駆け上がり神社に奉納する祭り「梵天祭り」が3年ぶ
りに再開されます。この祭りは江戸時代から約350年の歴史を持つ秋の収穫祭です。

○梵天とは祭礼に用いる大型の幣束で、神様を招く目印になるものです。梵天は孟宗竹を２
本荒縄を巻き付けてつなぎ合わせ１本の竿にし、その先端に昔は和紙や麻などと供に収穫
物を付けたものです。現在はビニールテープで大きな房状に取り付けたものが多いようで
す。これを、そろいの法被を着た若者たちが、掛け声を掛け、梵天の房を天に向かって跳
ね上げながら､参道を駆け上がり､羽黒山神社に奉納し、翌年の梵天祭りまで祀られます。

○梵天はカミの依り代ですので、空高く掲げ､カミに届けとばかりのかけ声で､カミを招く目
印となるように羽黒山神社の奉納所に高く高く掲げられます。カミはその声と御幣の鮮や
かさを目印にした梵天に招かれ、この地に豊作をもたらすのです。

○梵天祭りは東北各地でも同じような様式のものが見られるようです。歴史的な事実や由緒
書を見聞したわけではないのですが、栃木県の羽黒山は修験道の聖地出羽三山（羽黒山、
湯殿山、月山）へと修験者がたどる道の一つではなかったのかという仮説が浮かびます。

○修験道は日本古来の山岳信仰が、外来の密教、道教、シャーマニズムなどの影響のもとに
平安時代末に一つの宗教体系につくりあげられた、神仏習合の一種です。山岳修行による
超自然力の獲得とその力を用いて呪術的宗教活動を行うことを旨とする実践的な宗教です。

○羽黒山の梵天祭りと修験道が直接結びつくかどうか分かりませんが､この様式の祭りが東北
地方に多いことや､聖地出羽三山の中心の山「羽黒山」と同じ名前であることから想像し、
また低山ながらも､結構険しい山で、関東平野の末端に突き出た山容を筑波山からも十分に
臨める羽黒山はやはり何らかの聖域であることは間違いなさそうです。

○祭りはどの祭りも祀る人の願いがこめられているもの。コロナで中断していた祭りはその
間カミとの対話が中断していたことなのです。祭りの断念は私たちの願いの断念でありカ
ミとの関係を断念することです。だから祭りは続けて行かなければならないものなのです。
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11月24日・12月1日・22日の映画会はお休みします

13時半 人間の絆（83分）
サマーセット・モーム原作。自由奔放な女性と真面目な医学生。二人は愛に翻弄され、

悲劇的な結末が待っていた。

13時半 砲煙と薔薇（84分）
ゲーリー・クーパー主演。南北戦争中北軍のスパイのラブレスは黒人の女性に変装して南軍

スチュアート将軍の率いる前線に入り込むが、、、、

写経会
12/4(日）13時半

琉游舎を自由にご利用ください(裏面の連絡先まで）

茶話会・趣味の会・音楽会・練習会・各種教室・座禅会など

梵天祭り
羽黒山神社



狂言綺語…廃仏毀釈

琉游舎：戸井 出琉・恭子

問い合わせ：0287-53-7848 08033508152

矢板市大槻2319－17コリーナ矢板Ｃ－８５０

メール：toi101izuru@outlook.jp

「撤回」という言葉は大変便利です。テレビから聞こえる「前言を撤回します」は、語る人が異なってい
ても映像と内容は使い回しに見える既視感にあふれた映像です。撤回はあとから不都合や意見が変わったり
したため、途中で「これからはなかったことにします」と、一度出した発言や文書などをひっこめるといっ
た行為のようですが、法律用語では「成立当時は瑕疵はなく、そのあとに問題が生じたためにその行政行為
の効力を将来に向けて失わせること」です。であれば撤回前まではその撤回した事案は欠点のない正当な行
為であったと認めた上での撤回です。ただ不思議なことに法律を作る立法府に選ばれた政治家だけが撤回の
本義を有耶無耶にして、闇雲に自分の言動の不備を撤回という名のゴミ箱に投げ捨てることが許される特権
を持っているのです。私たちの耳にする撤回は､法律や道徳の埒外にある権力者専用の言葉です。自分の本心
が非難を浴びると、それは真意ではなかったとその不都合を闇に葬り去るために乱発する政治用語なのです。
「撤回」は自分の行為や発言をなかったもののように見せることはできても、同時に自身の信頼もゴミ箱

に捨てていることに気づいていないようです。それとも信頼を失うことをなんとも思っていないのでしょう
か。発した言葉を批判されても､政治家は軽々しく撤回はできないもの。語ってきた言葉の信頼を失うだけで
なく､これから語る言葉を信じてもらえない恐れが出てくれば、それは自ら政治生命を絶つ行為に等しいから
です。今ユーラシア大陸で行われている侵略戦争は、戦況が芳しくなくとも侵略者自らは撤退や戦況不利の
言葉を決して語ることはありません。軍の判断や司令官の作戦不備による退却という事実を重ねることで､
「撤回」を既成事実化しようとしているのです。「綸言汗のごとし」。君主の言は一度出た汗が再び体内に
もどらないように、一度口から出たら、それがどんな不当な言葉であろうとも取り消すことができないので
す。裏を返せば権力者は「言葉」から絶対的な「真義」と「信義」を要求されているのです。ですから「特
別軍事作戦」という言葉によって行われたアクションは、「撤回」の言葉で終結させることができないはず
です。撤回を乱発しても権力の移行は行われず、騒動が収まれば何事もなかったかのようにまた撤回を繰り
返すような言葉を無意味化する政治と､多くの命を盾にとり犠牲がどれだけあろうとも、自分の決断の撤回は
決してしないであろう言葉に呪縛される政治と、どちらが私たち国民にとって望ましいことなのでしょうか。
「廃仏毀釈」は日本人が受け継いできた精神の刻印を自らの手でむしり取ってしまった自壊行為です。仏

教伝来以来、日本のカミと異国のホトケが手を取り合って日本人の精神を支えてきた「神仏習合」の信仰は、
薩長の武力革命によって、暴力的に破壊されてしまいました。私はこれを中国の共産革命の総仕上げたる文
化大革命にも比するべき暴挙だと考えます。明治維新以降150年、この薩長の革命家たちが主導した日本精神
の野蛮な破壊行為は今、ほぼ完成に向かっています。廃仏毀釈が神の国本来の日本を取り戻すための政策と
するならば､それはあくまでも近代日本（西欧化）の天皇を頂点とする権力構築のために必要であった､政治
的要請です。古事記の神々の世界が日本のあるべき姿だと主張するのであれば、それは日本の風土に根ざし
た人々により自然と形成された原始的な信仰のカミたちを､時の権力者のカミ（天照大神）を頂点として再構
築する作業だったのです。しかしその作業はアミニズムを源とする原始宗教の集大成にしか過ぎません。そ
こに論理的哲学的な言葉と深い精神性をホトケが日本にもたらしました。ここから日本人の風土が育んだい
のちの記憶（カミ・魂の刻印）を基盤に、高い精神性と論理を与える生死観（ホトケ・永遠のいのち）が加
わり､明治維新までの1000年以上の間、日本人の精神と智慧を形成してきたのです。これが「神仏習合」です。
神仏習合はカミとホトケの同化を示すものです。奈良時代に起源をもち，神宮寺の建立が行われ，神前読

経や神に菩薩号（八幡大菩薩）をつけるようになりました。中期には個々の神々を仏と結びつける本地垂迹
説が現れ，神に権現（仮の姿の意）の称号が与えられ、神社に仏像を置き、寺に鳥居をたてるようになりま
した。この精神の営みは明治初期の神仏分離令によって否定され､日本人の精神性を破壊する神仏の強制分離
が推し進められたのです。この法律を根拠に､国学者などの民間人が権力と結託して寺や仏像を破壊した行為
が廃仏毀釈です。神仏習合のような土着の原始宗教と外来の宗教の同化はシンクレティズムと呼ばれ、異な
る文化の相互接触により多様な要素が混淆・重層化した世界共通の現象です。外来の要素を取捨選択し今ま
で作り上げてきた社会的・文化的環境に適合するように独自の意味づけを加えていくという，創造的営為の
産物なのです。日本人はいつの時代も文化を外から移入し､それを独自の文化や技術に再創造することで今ま
で日本人であり続けたのです。その創造的営みを強制的に破壊した暴挙が廃仏毀釈です。肉体や建造物など
の物理的な存在は例えば一発の銃弾やミサイルで瞬時に破壊が可能となります。しかし魂に刻まれ受け継が
れてきた精神の刻印は瞬時に破壊し尽くすことはできません。廃仏毀釈だけでなく敗戦後のアメリカ文化の
浸食によって、1000年に渡って培われた日本人とその精神は150年を経た今､存亡の淵にあるかのようです。
諏訪では、諏訪大社に併設されていた神宮寺や仏像が、廃仏毀釈によって破却・散逸させられて150年後の

今、復元の試みが始まっています。それは政治要請であった廃仏毀釈に対して、150年後の私たちが精神要請
として撤回を求める活動です。私はこの撤回要求に強く共感します。カミもホトケも一緒であり優劣も上下
もないことが日本人の精神構造の根本にあることを､仏教者の側から明らかにする必要
を私は感じています。「美しい日本」というまがい物の言葉に汚染された
日本人の魂の刻印を明らかにし取り戻すために､しばらくは現在における
神仏習合の意義を狂言綺語に書き綴っていく予定です。


